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技術名称 スターディフレーム工法 担当部署 開発本部

NETIS登録番号 SK-180007-A 担当者 谷川　顕二郎

社名等 ライト工業株式会社 電話番号 029-846-6175

技術の概要

図ー１　梁曲げ試験　※青線：スターディフレーム継手　赤線：継手無し（１本物）

す。

国の機関　　４件（九州３件、九州以外１件）
自治体　　　１件（九州０件、九州以外１件）
民間　　　　２件（九州０件、九州以外２件）

６．参考

半面、【吹付枠工】は未だ人力に頼る部分が多く、「職人不足」、「職人の高齢化」といった
建設業界の問題とも重なり、生産性の維持、向上が喫緊の課題でした。

スターディフレーム工法は平地で特殊十字型フレームの金網型枠を組み立て、クレーン等で法

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

法面保護技術の１つである【吹付枠工】は、高速道路やダム、急傾斜地などを中心に、国土保
全と安全の確保、自然環境、景観の保護に大きく貢献しながら発展してきました。特に阪神・
淡路大震災、熊本地震等をはじめとする大規模災害において工法の有効性が証明されておりま

保ができるため、経済性向上にも寄与します。現場条件にも左右されますが、従来工法に比べ
約10％～20％の工期短縮が報告されています。
また、切土において逆巻施工の法面保護として当工法が採用されるケースもあり、用途は拡大

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

面上に設置する工法です。その後のフレーム内のモルタル吹付は従来工法と同様です。今まで
金網型枠の組立は法面上にて行っていましたが、本技術では、法面作業の低減による施工性向
上、工期短縮が期待できます。
また、鉄筋接続方法にも特徴があり、添え筋とU字筋を使用することにより、従来工法と同等
以上の品質（曲げ強度）が確保されています。（６.参考　図ー１参照）

５．活用実績

・軟岩、硬岩、礫質土、粘性土、砂質土
・梁断面200㎜～500㎜の吹付枠

２．技術の内容

しています。

・不陸の少ない切土、盛土法面
・1：0.3より緩やかな法面保護

平地で型枠を組み立てることによる設置時間の短縮はもちろん、非熟練工活用による作業員確
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写真・図・表

図ー４　鉄筋継手

写真ー３　施工状況

図ー２　スターディフレーム工法イメージ図
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技術名称 LIBRAⅡ 担当部署 営業本部

NETIS登録番号 KK-160025-A 担当者 孝本 英俊

社名等 株式会社 横山基礎工事 電話番号 0790-82-2215

技術の概要

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

２．技術の内容

　土木事業において重機足場やアクセス経路の確保のため、鋼製桟橋による仮設工が必須となりま

す。一方、現在の土木工事には、大規模な河川構造物の渇水期内の維持補修工、また河川氾濫、土

砂崩れなど近年頻発する災害発生時のライフライン緊急復元などの様々な要因から工期短縮を厳し

く要請されています。そして今、大規模な重仮設の工期短縮は、事業の成立性をも左右する重要課題

となっています。そのような背景から、既存の（ＬＩＢＲＡ）工法を長支間化することなどで施工の急速性

向上を目指しました。

３．技術の効果

４．技術の適用範囲

　LIBRA（リーブラ）工法は、桟橋の急速施工方法です。

上部工を１支間毎にパネル化し、支持杭に鋼管を採用した専用構造と、従来の下部工から上部工へ

という手順を、仮設の斜張設備を介し、上部工から下部工へと逆転させた施工方法により、地形に影

響されずに杭心を確保し、更に専用の昇降設備により高所作業を低減したことで、作業の安全性と急

速性の両立を果たしました。山間部の斜面上や河川内、港湾など、あらゆる場所で工事用道路、付替

道路、作業構台の架設工事を安全に工期短縮します。

　このLIBRA工法を長支間化させたものが"LIBRAⅡ工法"となります。主桁をSS400材から強度の高

いSM490A材に変え、幅員6mで作業可能な100t吊りクローラを採用し、支間長12.5mを実現しました。

また、水中部の橋脚補強材設置する際の水上足場と水中施工である潜水作業を削減するために、上

部材と橋脚補強材の地組先行一括架設方式を開発しました。

①適用可能な範囲
・上部構造は、支間長12.5m、幅員6mで、幅員は拡幅が可能である。
・下部構造の支持杭には断面性能の高い鋼管杭を用い橋脚補強材の設置は、一般的な架設方法と
水中部には地組で上部部材と一体化させ架設する橋脚補強先行方式の選択ができる。
・砂質土、粘性土、礫質土、岩塊玉石を含む崩壊性地盤、軟岩、硬岩に適用。一般土砂は、バイブロ
ハンマ、玉石混じり層および岩盤は、拡径式ダウンザホールハンマを使用し鋼管杭を同時打設するこ
とで崩壊性地盤を含んだ地盤に適用する。

②特に効果の高い適用範囲
・水上施工となる河川内での仮設桟橋工
・災害復旧など緊急を要する桟橋工

・支間が長くなる事により杭本数が削減でき経済性が向上する。

・支間長12.5mを実現したことで、他の諸条件が基準を満たせば、河川協議により通年施工が可能な

場合があるため、全体工事計画の短縮と桟橋架設撤去の繰り返しに伴う重複費用の削減ができる。

・工場製作で主部材をパネル化し、出荷時に地組を前倒しすることで主部材の取扱い点数が削減され

架設と併行作業である現場地組工程が短縮できる。

・工場製作品は地組にて一体化され斜張設備で片持ち架設される上部材と橋脚補強材が杭打設用

導材となり、その構造から杭の偏心量が抑制され施工精度の向上に繋がる。

・架設撤去に伴う足場は、地組工において専用足場を設置するため足場設置に掛かる工程短縮と施

工性の向上が図れる。

・橋脚補強先行架設方式により、水上足場への昇降作業を省略し高所作業や水中の橋脚補強など潜

水作業を削減できる事から安全性の向上、省人化に繋がる。
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写真・図・表

現場写真 現場写真

上部材（メインフレーム）先行架設 上部材（杭フレーム）と橋脚補強材の一括架設

上部材
上部材

橋脚補強材

橋脚補強材設置

橋脚補強材

2-17



��������	

��
���������������������� �!��"

#$
%�&'��� �()*+,%�&'��� � ()-.%/&'��� � ()*0(12

2-18



�&'��� �34567

8 8

��� �345679:;<=>*?@ABCDEF(GHIJKLMNOPQRKST()MUTV9WK9XYZ[9\]^_`abcde9(fghHij`klmnopq*rsV9tuvwxP*EF(RKy)M0(z{H|}~��*�����(*��H��V

2-19



�����

����

����
�������
�����
���
�����

2-20



 ¡¢£¤pC¥¢¦§¨-©ª«¬­®©*¯°>±¥¢¦²K9®³K´

µ��¶·¸¹º�»�¼½¾¿À¸¹º"

2-21



���Á¸ÂÃÄÅ¸���

��� ��� �����

�����

Æ'ÇÈÉÊ¸ËÌÍÎÏ

�����

��� ���¸
����

�����
�������
����
���

2-22



ÐÑÒIJÓÔÕÖ

×ÑÒABCØÙ ÚÑÒ©²Û¬­

ÜÑÒABCbÝ ���Á¸ÂÃÞ�����

ßàáÍâ�ãäåæçèéê�ëì�íÍîÏ

��� �

��� �()*ïðñòóô35õö÷øùú34ñûNOKLHü~ýEF(þ�0(

2-23



��� �()*ïðñòóô35õö÷øùú34ñ�bÝ9©²Û*����0(

��� �()*ïðñòóô35õö÷øùú34ñ��Y©Q?�H�J~	
F(���Z
³�H¨�����

2-24



��� �()*ïðñòóô35õö÷øùú34ñ�IJ*��KLH�J~ý��Z
³K´(
����

����ô����

� 3
!"#

�&'��� �!34$%
2-25



��� � ()-.��*��� �()&'(�)*Hð�)+,�)ð-��&�.©/0¨�12�3� �455(67�,E
F(þ�RKyP8EÓÔ998lm*¨�:;<*=E(>?@

ûA°¢<;pB*­bÝ9þ�RKE
F(þ�RKyP

2-26



E
F(þ�RKyP�>;nA°:bÝ

�>;nA°:RKE
F(þ�RKyP

2-27



�¯°>±¥¢¦QCT©²KE
F(þ�RKyP

/&'��� �!345ú3DE
2-28



3FGHIJ3KLM�N�2
OPú3QRM�

STUVWX
SY��SZ![M��&�S\]^_`M�ab#RMcd/�&�Sefghij�kú3lú3DEú3mnopmqM//m3F#r�stuv
F(f

3FGHIJ3KLM�N��2OPú3QRM��2STUVWX
SYwSZ![M��&�S\]^_`M�ab#RMcd/2&�Sefghij�kú3lú3DEú3mnopmqM��m3F#r�stuv
F(
2-29



3FGH ox3yz{qIJ3KLM�N|2wOPú3QRM/2�STUVWXw}�wSZ![M��&�S\]^_`M�ab#RM�~/|&��2
&��efghij�kú3lú3DEú3mnopmqM�2m3F#r�stuv
F(

3FGHIJ3KLM�N2wwOPú3QRM�|�&�STUVWX
SYwSZ![M��&�S\]^_`M�ab#RMcd��&���/Se�������j�kú3lú3DEú3mnepmlMw�m3F#r�stu��
2-30



3FGHIJ3KLM�N2/2OPú3QRM��|STUVWXwSZ![M��&�S\]^_`M��ab#RMcd�
&�Se�������j�kú3lú3DEú3mnopmqM���m3F#r BZ[

3FGHIJ3KLM/w�OPú3QRM �/&�'STUVWX
SY��SZ![M��&�S\]^_`M�ab#RM�~��&�Se�������j�kú3l
ú3DEú3mnopmqM�2m
3F#r®���8���s

2-31



3FGHIJ3KLM2�/�OPú3QRM�/��STUVWX
��2SZ![M��&�S\]^_`M�aYÜ�ab#RMcd��2
&�Se�������j�kú3lú3DEú3mnopmqM/2�m3F#r��©

ûK�9RK9��9�³L�9��� ��`���(�p�n* ¡¢£�;«*F³HL�~«¤¥F³-~«¦¢�IJ(ÔM�§³*¨©�ª
��� ���¸«¬­®

2-32



¯°±²³´$µ¯¶·¸¹º»

��������	

��
���������������������� �!��"¼�½¾¿ÀÁÂ�Ã

2-33



技 術 概 要 書 

技術番号 KK-180020-A 技術名 樹脂系シート型止水工法（ＫＳ工法） 

問合先 

（営業） 

 エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社 ソリューション事業推進本部 営業戦略部 

 堤  志 信 03-6381-6220（shinobu.tsutsumi.th@nttinf.co.jp） 

（技術） 

 日本メックス株式会社 営業本部 第二法人営業部 

 松 崎  和 美 03-5541-5407（matsuzaki-kazuyoshi@meccs.co.jp） 

技術概要 

（本工法とは） 

本工法は、共同溝等のコンクリート構造物における「打ち継ぎ目」等の継手部等に適用する

漏水補修工法です。水平変位を受けても止水効果を維持しますので、従来の充填等による止

水工法に比較し、止水品質の向上、適用範囲の拡大、経年変位等に対する長期信頼性が

期待できます。 

（従来技術の概要） 

従来は、継手部へ充填材を圧入する「充填工法」が主に行われており、長期止水性を得る

ために、様々な充填剤が適用されてきました。しかし、コンクリート構造物の変位等への追従性

が乏しく、地震や地盤沈下等による変位で、充填剤とコンクリートの間に隙間が発生してしまう

と、外水圧により隙間から再漏水が発生し、再度の止水補修が必要となっていました。 

（本工法の特長） 

本工法では、継手漏水部に弾性目地材を充填するとともに、充填した目地部全体を樹脂

系防水シートと防護ネットで覆うことによる「シート型の防水構造」としています。防護シートと防

護ネットは柔軟性に優れるため、地震等による構造物の変位にも追従します。 

また、防水シートは、接着剤により構造物のコンクリートに強固に接着されるため、継手部等

からの漏水が発生した場合でも、防水シートで漏水を受け止めます。このため、構造物内への漏

水を確実に止水することが可能です。 
 

（KS工法構造詳細：カットモデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-34



KK-180020-A 樹脂系シート型止水工法（KS工法） 

図・写真 

 

（機能概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（施工事例）＜左が施工前、右が施工後＞ 
 

【矩形断面への施工例】 

 

 

 

 

 

 

 

【円形断面への施工例】 

 

 

 

 

 

 

 

（適用領域） 

・共同溝、トンネル、ボックスカルバート、地下室等のコンクリート構造物に幅広く適用可能 

・継手・目地部からの止水のほか、ひび割れ（非直線状）からの止水にも適用可能 
 

（適用範囲） 

 ・耐水圧 0.5MPa(水深 50m相当) 追加開発により適用拡大（NETIS 更新作業中） 

 ・変位量：水平変位 2cm まで 

施工実績 NTT東・西日本会社の通信用トンネルの補修:計 30 ヵ所(2020.10 現在:施工中含む) 
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技術名称 タケミックスソイル緑化工法（竹繊維植生基材吹付工） 担当部署 研究会事務局

NETIS登録番号 QS-190039-A 担当者 辻　博基

社名等 R100ソイル工法研究会 電話番号 093-642-3323

技術の概要

・従来、植生基材吹付工に必要な『ラス金網』『接合剤』『化学肥料』を使用せずに、『青
竹』を捻り潰し繊維状に加工した『綿状生竹繊維』を70％配合した『タケミックスソイル緑化
資材』により植生基材吹付工にて造成された緑化基盤層は、『綿状生竹繊維』の絡みによる結
合とスポンジ状の空隙による透水排水効率が向上したことから豪雨に対する浸食防止効果が高
く、保水性能も向上しました。
・『綿状生竹繊維』は、竹繊維の特性である、“しなやか”な性質を持つことで、緑化工成立
までの気象環境による、乾燥、凍結などのストレスに抵抗力があり、『接合剤』を使用しない
ので、降雨、融解後には、柔軟な緑化基盤層が復元します。
・また、『綿状生竹繊維』に土壌中の『窒素固定菌』が好む養分が豊富に含まれるため、『窒
素固定菌』が誘導・増殖され、大気窒素より植物へ養分供給することで、化学肥料の人為的な
施肥の必要なく、自然な植物の生長・遷移により永続的な緑化が維持されます。

４．技術の適用範囲

・法面保護工における植生工　『植生基材吹付工』としての適用
・法面勾配・・・1：ｎ　≧　1：0.5
・対象土質・・・砂質土、粘性土、礫混じり土、軟岩
・緑化基盤層の耐久性が高く、緑化被覆速度が遅い場合の緑化法面形成までの浸食に対応。
・化学肥料を使わないため、肥料要求度の高いイネ科外来種の生育を抑制し、在来郷土種の初
期生育に有利で、自然本来の植物遷移により、森林化への達成期待度が高い。
・自然侵入促進工、森林表土利用工、資源循環型緑化工

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

近年の集中豪雨等の異常気象・気候変動などより、山間地域や道路法面などでの斜面崩壊が頻
繁に発生しています。これまでにも、各種の法面保護対策が施されていますが、法面保護工の
植生工の中でも一般的な工種である、植生基材吹付工において、竹を主原料とした緑化資材と
緑化工法を開発いたしました。尚、近年の里山・森林の荒廃の原因に竹材の需要が低迷したこ
とで、放置竹林による竹林面積の急速な拡大が揚げられます。豪雨災害では、侵入竹林が拡大
した山間地の植林地が多数被災しており、防災面、水源涵養機能からの森林や里山の保全が急
務となっております。この斜面崩壊の原因の一つでもある放置竹林から排出される竹を斜面崩
壊対策工の工事資材とすることで、環境対策に、マイナスエミッションとして寄与します。

２．技術の内容

民   間     0　件 　（九州　 　0件　、九州以外　0件　）　
自治体    4　件　（九州　　3件　、九州以外　1件　）　

３．技術の効果

・タケミックスソイル緑化工法（竹繊維植生基材吹付工）は、自然環境変化に順応すること
で、侵食耐久性が高いため、植生発達の初期段階で緑化植物に生育不良が生じ、植生被覆率が
低い場合でも、緑化基盤の層厚、保水性などの品質が保持されることで、設計層厚を低減する
ことも可能となり、経済性が向上します。
・ラス張工が不要なため作業工程の短縮と法面高所作業による危険要因が減少する。
・緑化資材は天然資材のみであり、化学肥料・化学合成接合剤を使用しないので、地下水、河
川水への悪影響はない。
・緑化資材の比重が従来型0.4から0.25となり、軽量化による作業員への負担軽減となる。

５．活用実績

国の機関  1　件 　（九州　 　1件　、九州以外　0件　）　
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写真・図・表

熊本県南阿蘇 2019年3月　吹付施工 2019年6月　緑化生育状況

『ラス張工』『接合剤』『化学肥料』を使用しない

自然環境変化に順応する浸食耐久性植生工

竹繊維植生基材吹付工

QS-190039-A

タケミックスソイル緑化工法
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技術名称 　ＢＩブロック（ﾋﾞｰｱｲﾌﾞﾛｯｸ） 担当部署 代表取締役

NETIS登録番号 ＱＳ－１８００４８－Ａ 担当者 後　藤　和　憲

社名等 株式会社　三州コンクリート工業 電話番号 ０９７８－３２－２０５５

技術の概要 １.技術開発の背景及び契機

2.技術の内容

3.技術の効果

　工期も短縮につながります。

4.技術の適用範囲

・R=15.0m可能（実績値）
・工期の短縮を期待する現場

・現場への搬入路幅で4.0～5.0m程度必要

・製品ストックとして20～30㎡程度必要

5.活用実績　（九州圏内）

国の機関　1件

技 術 概 要　

また、天端や端部の調整現場においては、調整用ブロックを使用し、工事現場で直接コンク
リートの面をカットすることで、擬石模様で統一した施工になります。

　弊社はコンクリートブロック製造業で、この「BIブロック」は、土木事業の主に道路工
事、河川護岸工事、法面保護などに使用する製品です。従来は積みブロック（間知ブロッ
ク）を熟練技術者が積み上げ、施工されていますが、近年自然災害による災害復旧工事も増
加し、複数の復旧工事が各地区で絶えない状況です。そこで、少人数の作業員でも施工で
き、もっと施工性、経済性の向上を目的としたブロックを提供したいと考案致しました。

この「BIブロック」は、間知ブロックに対応し、練積タイプの大型ブロックにしたことで、
ブロック積に従来不可欠だった胴込コンクリートを不要とするブロックとなります。表面積
が1個当り1.125㎡で擬石模様を施し、バックホーの2.9ｔ吊りで施工します。またブロック
の接続部はブロックの上下に差筋を挿入し、突起を噛み合わせるため、ブロックが完全に自
立します。またブロックサイドは、継ぎ目にモルタルを十分に充填し連結させていきます。
施工も普通作業員で行え、熟練工に頼らず施工が出来ます。

・緊急な作業を必要とする現場（災害対策など）

　基礎ブロックの併用で、更に工期の短縮が期待できます。

地方自治体　116件（大分県　107件、福岡県　9件）
民間　　60件（大分県　50件、その他県　10件）

・胴込コンクリートを不要とし、ブロックを練積で大型化しました
・胴込コンクリートの型枠や生コン車の手配、養生期間が不要になりました
・少人数で施工でき、特殊な技術の必要がなくなりました
・表面積が1.125㎡と大きいので作業効率が上がり、日当り標準作業量も増加し、

・道路擁壁工、河川護岸工［設計流速4~8（m/s）以下］、
・宅地造成等の土留めで高さ5.0ｍ以下、1：0.3~1：0.5分の勾配、
・その他の場合は、要相談と致します。

よって、施工性が向上することで、経済性も必然的に向上し相乗効果が期待できます。

・バックホー（クレーン付2.9ｔ吊使用）の作業スペース半径8.0ｍ程度必要
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写真・図・表

 製 品 比 較

VS

1日当たりの施工作業量比較表

天端調整用ブロック

工事完成写真

サイド調整用ブロック　（左右対称製品あり）

細部の施工は調整ブロックで現場カット

①

間知ブロック
②

ＢＩブロック

参考歩掛  規格 単位 数量 備  考
ブロック 1.125㎡/個 ㎡ 0.888 縦750×横1500（㎜）
世話役 ⼈ 0.022
特殊作業員 ⼈ 0.022
普通作業員 ⼈ 0.07
モルタル 1:03 ㎥ 0.0048
バックホー ｸﾛｰﾗｰ型ｸﾚｰﾝ吊 ⽇ 0.022 ﾊﾞｹｯﾄ容量0.8（0.6）㎥吊能⼒2.9ｔ吊

カット位置

品目 ①間知ブロック 大型積ブロック ②ＢＩブロック

日当り標準作業量 11㎡ 42㎡ 47㎡

引用元 土木施工単価
国土交通省土木
工事積算基準

自社実績

表面積（㎡）/個
0.12

（大分県型）
不特定 1.125

厚
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技 術 概 要 
 

技術名称 トンネル覆工表面撮影システム 担当部署 事業開発部 

NETIS登録番号 KT-190037-VR 担当者 赤祖父 亮佑 

社名等 株式会社三井E&Sマシナリー 電話番号 03-3544-3221 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 従来、レーザを用いてトンネル覆工表面を点検する装置があったが、取得

する画像がグレースケールであり、1mm 以上のひび割れしか検出できないという

課題がありました。 

また近年、インフラ維持管理の機械化が進んでおり、高所作業車による近

接目視点検の代替技術が求められていました。 

その課題を解決するために、ラインセンサカメラを用いて、精細なピッチで

カラー撮影する本装置を開発しました。 

 

２．技術の内容 

トンネル点検業務において、カラーラインセンサカメラを搭載した専用車両

で覆工表面を撮影し、トンネル全体の表面展開図を作成する技術です。 

交通規制なしで走行しながらの覆工表面撮影が可能です。 

最高速度 80km/h で、幅 0.2mm のひび割れを検出可能です。 

LED 照明およびラインセンサカメラからなるユニット一体が 360 度回転可能で

あり、トンネルの他、路面等の撮影も可能です。 

 

３．技術の効果 

 高所作業車による近接目視点検の代替技術として期待され、点検時の規制が

不要になり、安全面が向上します。また近接目視点検と比較し、点検作業の時

間が大幅に削減されます。 

 

４．技術の適用範囲 

高速道路、一般道路等の道路トンネル、新幹線・在来線等の鉄道トンネルの

覆工表面点検。 

道路のひび割れ点検等。 

 

５．活用実績（2020 年 10 月 21 日現在） 

国の機関 10 件（九州 0 件、九州以外 10 件） 
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写真―１ 撮影の様子 

図―１ 撮影サンプル 

図―２ 撮影画像と成果物 
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